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市
川
大
会
迫
る

趣
　
旨

来
る
八
月
六
日
（
金
）
か
ら
八
日

（
日
）
に
か
け
て
、
第
二
十
七
回
目

を
数
え
る
本
年
度
の
全
国
ア
マ
チ
ュ

ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
千
葉
県
の
市
川
市
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
る
。
今
回
の
大
会
は
国
際
大

会
に
ふ
さ
わ
し
く
出
演
者
総
数
八
百

人
を
越
す
大
き
な
大
会
と
な
っ
た
。

海
外
参
加
者
は
世
界
十
一
カ
国
か
ら

ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
七
名
、
一

般
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
九
名
の
奏
者

が
参
加
し
、
W
F
A
O
委
員
会
参
加

者
を
含
め
る
と
計
二
十
一
名
と
な

る
。コ

ン
サ
ー
ト
は
、
七
日
（
土
）
十

二
時
三
十
分
か
ら
「
青
少
年
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏
会
」、
八
日
（
日
）
午

後
二
時
か
ら
「
社
会
人
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
会
」
が
行
わ
れ
る
。（
入
場

無
料
、
要
整
理
券
）

大
会
概
要
、
日
程
等
は
次
の
通
り
。

大
会
の
内
容
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
中
。

http://plaza28.m
bn.or.jp/̃ichikyo/

問
い
合
わ
せ
先：

市
川
交
響
楽
団
事
務
局

q
○
四
七
―

三
七
八
―

一
六
一
九

大
会
名
誉
会
長

沼
田
　
武
（
千
葉
県
知
事
）

大
会
会
長

千
葉
光
行
（
市
川
市
長
）

村
上
正
治
（
千
葉
交
響
楽
団
協
会
理

事
長
、（
社
）日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
連
盟
副
会
長
）

主
　
催

（
社
）日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
連
盟
、
第
二
十
七
回
全
国
ア
マ
チ

ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
市
川
大
会
実
行
委
員
会

共
　
催

市
川
市
、
市
川
市
教
育
委
員
会
、
市

川
市
文
化
会
館
、
千
葉
交
響
楽
団
協

会
、
市
川
交
響
楽
団
協
会
、
世
界
ア

マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟

協
　
賛

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ

助
　
成

（
財
）日
本
音
楽
財
団
（
日
本
財
団
補

助
事
業
）

協
　
力

千
葉
県
ト
ヨ
タ
販
売
会
社
グ
ル
ー

プ
、
市
川
市
芸
術
文
化
団
体
協
議
会

後
　
援

文
化
庁
、（
財
）日
本
芸
術
文
化
振
興

会
、
千
葉
県
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
、

千
葉
県
文
化
振
興
財
団
、
N
H
K
千

葉
放
送
局
、
朝
日
新
聞
千
葉
支
局
、

毎
日
新
聞
社
千
葉
支
局
、
読
売
新
聞

千
葉
支
局
、
千
葉
日
報
社
、
千
葉
テ

レ
ビ
放
送

開
催
日
及
び
催
事
内
容
予
定

◎
八
月
六
日（
金
）：

世
界
ア
マ
チ
ュ

ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

国
際
会
議

◎
八
月
七
日（
土
）：

開
会
式
、
青
少

年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
、
J
A
O

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
弦
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク

◎
八
月
八
日（
日
）：

リ
ハ
ー
サ
ル
、

運
営
協
議
会
、
演
奏
会
（
午
後
二
時

開
演
予
定
）

会
　
場

市
川
市
文
化
会
館

プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
青
少
年
の
部

千
葉
県
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ：

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
レ
オ
ノ
ー
レ
」

序
曲
第
三
番

指
揮：

佐
治
薫
子

千
葉
県
立
千
葉
女
子
高
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ：

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
ス
ラ
ブ

行
進
曲
」

指
揮：

粕
谷
宏
美

J
A
O
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ：

ヴ

ェ
ル
デ
ィ
歌
劇
「
運
命
の
力
」
序
曲
、

ホ
ル
ス
ト
組
曲
「
惑
星
」
よ
り
火
星
、

金
星
、
木
星

指
揮：

山
　
　
滋

◎
社
会
人
の
部
Ａ：

ボ
ロ
デ
ィ
ン

「
交
響
曲
第
二
番
」

指
揮：

田
久
保
裕
一

◎
社
会
人
の
部
B：

レ
ス
ピ
ー
ギ
交

響
詩
「
ロ
ー
マ
の
祭
」

指
揮：

金
　
洪
才

◎
社
会
人
の
部
Ｃ：

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
「
交
響
曲
第
七
番
」

指
揮：

オ
ン
ド
レ
イ
・
レ
ナ
ル
ト

運
営
協
議
会

ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動

に
伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
討

議参
加
資
格

（
社
）日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
連
盟
会
員
並
び
に
会
員
が
推
薦
す

る
団
体
又
は
個
人

世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連

盟
の
会
員

参
加
費

五
千
円

市
川
大
会
ま
で
あ
と
一
カ
月
足
ら

ず
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
、
青
少
年
と
三
つ
の
社
会
人

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
弦
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
六
百
名
を
越
え
る
参
加
申
し
込
み

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

当
実
行
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
な
る
べ
く
多
く
方
に
演
奏
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
楽
器
編
成
の

調
整
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
楽

器
に
よ
っ
て
は
予
想
を
上
回
る
参
加

希
望
者
が
あ
っ
た
た
め
、
誠
に
残
念

な
が
ら
一
部
の
管
楽
器
の
方
に
出
演

を
あ
き
ら
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
私
ど
も
が
市
川
大
会
を
準

備
す
る
に
あ
た
っ
て
の
ひ
と
つ
の
特

色
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
で
し

た
。実

行
委
員
相
互
の
書
類
の
受
け
渡

し
、
連
盟
本
部
へ
の
資
料
の
送
付
を

電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
て
行
い
、
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
大
会
概
要
、
参
加

案
内
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
情
報
を
早
め
に
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
で
き
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。し

か
し
、
こ
れ
は
事
務
的
な
一
つ

の
方
法
で
あ
っ
て
私
た
ち
の
目
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
奏
者
は
毎
週
、
実
際
に
練
習
会
場

へ
い
っ
て
、
ま
わ
り
の
仲
間
と
息
を

合
わ
せ
て
音
を
出
し
、
合
奏
を
す
る

こ
と
に
楽
し
み
を
見
出
し
て
い
る
仲

間
で
す
。

い
く
ら
電
子
的
な
技
術
が
発
達
し

て
も
、
人
が
自
分
の
力
で
音
を
作
り

だ
し
そ
れ
が
重
な
り
あ
っ
て
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
な
る
魅
力
は
、
そ
の
場

に
い
る
人
た
ち
で
な
け
れ
ば
味
わ
え

な
い
大
き
な
感
動
で
す
。

真
夏
の
太
陽
の
中
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
が
市
川
を
め
ざ
し
て
来
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
な
か
で
共
鳴
し
あ
い
、
暑
さ
を
吹

き
飛
ば
す
名
演
奏
が
生
ま
れ
、
客
席

か
ら
多
く
の
拍
手
が
沸
き
上
が
る
、

そ
の
よ
う
な
大
会
に
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
大
会
期
間
中
な
に
か
と

ご
不
便
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
ホ
ス
ト
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
し
て
で
き
る
限
り
皆
さ
ん
の
お

世
話
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し

み
に
市
川
の
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

ホ
ッ
ト
で
楽
し
い
祭
典
に
　

00000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

市川市文化会館

青少年オーケストラ 社会人オーケストラ JAO弦楽クリニック・運営協議会
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月
５
日

８
月
７
日

８
月
８
日

12：00

13：00

17：30

受付

練習

練習終了

８
月
６
日

9：30

10：00

12：00

13：00

18：00

集合

練習

練習

練習終了

9：00
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15：00

19：00
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練習
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12：00
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9：00

12：30
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千葉少年少女・千
葉女子高G.P.

開会式
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打ち上げ

9：30

12：30

14：00

16：45

G.P.

演奏会

閉会式

10：00
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14：00

16：45

運営協議会

社会人演奏会見学

閉会式

市川市文化会館外観
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ド
イ
ツ
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

連
盟（
B
D
L
O
）と
の
友
好
提
携
条

約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
研
修
旅
行

が
、
今
年
も
去
る
五
月
二
十
一
日
か

ら
四
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

三
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
ツ
ア
ー
に

は
全
国
か
ら
十
人
の
方
が
参
加
し

た
。
場
所
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
沿
い
の
美
し
い
街
、

ヴ
ァ
イ
カ
ス
ハ
イ
ム
。
前
日
日
本
を
発

っ
た
一
行
は
時
差
ボ
ケ
を
感
じ
る
ひ

ま
も
な
く
、
四
日
間
、
ド
イ
ツ
人
の

中
に
混
じ
っ
て
音
楽
に
、
交
流
に
と

フ
ル
回
転
で
あ
っ
た
。
主
な
参
加
者

に
一
文
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

B
D
L
O
の
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
本
年
も
参
加
し
た
。

第
三
回
目
の
今
年
は
日
本
か
ら
十

名
、
場
所
は
前
年
に
引
き
続
き
、
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
沿
い
の
小
さ
な
町

ヴ
ァ
イ
カ
ス
ハ
イ
ム
。
こ
こ
で
食
事

の
時
間
を
除
き
、
朝
昼
晩
四
日
間
音

楽
漬
け
に
な
る
。
今
回
は
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
の
交
響
曲
第
一
番
。
余
り

や
ら
な
い
曲
だ
が
繰
り
返
し
練
習
し

て
い
る
う
ち
に
と
て
も
素
敵
な
曲
に

思
え
て
く
る
。

何
し
ろ
七
十
年
の
歴
史
を
誇
る
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
だ
か
ら
、
た
い
て
い

の
曲
は
や
り
尽
く
し
て
い
る
。
指
揮

者
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
フ
ァ
ラ
ス
氏
は

ほ
と
ん
ど
ア
マ
オ
ケ
を
振
っ
た
こ
と

が
な
い
そ
う
だ
が
、
辛
抱
強
く
指
導

し
て
く
れ
る
。
是
非
一
度
日
本
に
呼

び
た
い
人
だ
。

本
番
は
緊
張
度
の
高
い
素
晴
ら
し

い
演
奏
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
B
D
L
O
会
長
の
コ
ン

ラ
ー
デ
ィ
氏
と
の
話
の
中
で
興
味
が

あ
っ
た
の
が
、
シ
ニ
ア
の
大
会
も
三

十
五
年
続
け
て
い
る
そ
う
で
、
こ
の

大
会
と
違
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
で
行
わ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
日

本
で
も
実
施
で
き
た
ら
と
思
っ
た
。

日
程
の
後
半
は
J.
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

没
後
百
年
記
念
行
事
に
沸
く
ウ
ィ
ー

ン
に
直
行
し
、
参
加
者
は
連
日
連
夜
、

オ
ペ
ラ
に
コ
ン
サ
ー
ト
に
と
貪
欲
に

こ
な
し
て
い
た
。
締
め
く
く
り
は
満

月
を
仰
ぐ
王
宮
の
広
場
で
、
ウ
ィ
ー

ン
フ
ィ
ル
、
ズ
ー
ビ
ン
・
メ
ー
タ
の

指
揮
で
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
楽
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

出
を
胸
に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

来
年
は
六
月
八
日
出
発
、
十
一
日

間
の
行
程
で
実
施
予
定
。

（
J
A
O
副
理
事
長
・
団
長
　
横
田
行
雄
）

初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
チ
ェ

ロ
も
お
借
り
し
て
B
D
L
O
の
人
た

ち
と
練
習
、
発
表
会
を
一
緒
に
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
音
楽
環
境
、

伝
統
の
違
い
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
な
が
ら
も
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

（
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
　
VC
竹
内
み
ど
り
）

小
鳥
の
さ
え
ず
り
、
目
に
し
み
る

木
々
の
緑
、
教
会
の
鐘
の
音
、
そ
ん

な
一
日
の
は
じ
ま
り
。
年
齢
、
職
業
、

性
別
、
そ
し
て
国
籍
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
。
人
生
の
中
で
、
慌
し
く
雑
用
に

追
わ
れ
ホ
ッ
と
一
息
つ
い
た
今
。
そ

ん
な
日
々
の
ご
褒
美
に
し
て
は
、
余

り
あ
る
感
動
と
充
実
。
ヴ
ァ
イ
カ
ス

ハ
イ
ム
で
の
音
楽
を
通
し
た
出
会

い
、
ふ
れ
合
い
は
、
日
頃
忘
れ
が
ち

な
大
切
な
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
く

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
　
Vn1
成
田
恵
子
）

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
バ
イ
エ

ル
ン
州
南
部
の
雨
と
雪
解
け
水
に
よ

る
出
水
の
た
め
か
、
ヴ
ァ
イ
カ
ス
ハ

イ
ム
を
流
れ
る
タ
ウ
バ
ー
川
の
水
量

が
大
変
豊
か
で
、
そ
の
岸
の
水
面
に

古
い
民
家
の
影
を
映
し
滔
々
と
流
れ

て
い
る
風
景
は
油
絵
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
今
年
の
練
習
場
は
そ
の
タ
ウ
バ

ー
川
の
岸
辺
に
あ
る
市
民
ホ
ー
ル
で

あ
っ
た
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
二
十

歳
の
作
品
で
あ
る
『
一
番
』
は
あ
ま

り
演
奏
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
よ

う
だ
が
、
す
で
に
後
の
作
曲
家
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
を
予
告
す
る
よ
う
な

音
、
構
成
、
哀
愁
な
ど
の
特
徴
が
随

所
に
現
れ
て
お
り
、
た
い
へ
ん
楽
し

く
練
習
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

今
回
、
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、

我
々
参
加
メ
ン
バ
ー
と
ド
イ
ツ
側
の

参
加
者
と
の
交
流
が
非
常
に
活
発
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
側
で
も

グ
ル
ー
プ
で
固
ま
っ
て
い
る
よ
り
一

人
で
ど
ん
ど
ん
ド
イ
ツ
人
の
中
に
飛

び
込
ん
で
い
く
と
い
う
方
々
が
多

く
、
日
本
人
は
経
済
の
み
な
ら
ず
意

識
の
上
で
も
国
際
的
な
積
極
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
た
。

昨
年
は
楽
器
が
異
な
る
と
言
葉
の
壁

を
感
じ
て
か
、
な
か
な
か
話
す
機
会

も
な
く
近
づ
い
て
来
な
か
っ
た
ド
イ

ツ
人
の
方
も
、
今
年
は
積
極
的
で
、

お
互
い
に
難
し
い
言
葉
を
話
す
国
民

ど
う
し
が
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
て
話

し
合
う
姿
は
た
い
へ
ん
感
動
的
で
あ

っ
た
。
九
時
に
夜
の
練
習
が
終
わ
る

と
、
右
手
に
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を
持

ち
、
机
上
に
辞
書
を
置
い
て
ド
イ
ツ

語
と
英
語
を
チ
ャ
ン
ポ
ン
に
し
た
即

席
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
（
？
）
で
話
し
合

う
の
は
実
に
愉
快
な
ひ
と
と
き
で
あ

っ
た
。
B
D
L
O
の
会
長
の
奥
さ
ん

フ
ラ
ウ
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
さ
ん
、
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
か
ら
来
た
化
学
者
の
バ

ル
タ
ー
・
グ
ネ
ー
デ
ィ
ガ
ー
さ
ん
、

チ
ェ
リ
ス
ト
の
ベ
ル
ナ
ー
・
ク
レ
ム

さ
ん
…
…
数
え
れ
ば
長
く
な
る
が
、

郷
里
の
話
や
文
学
の
話
し
、
浮
世
絵

の
話
な
ど
会
話
を
楽
し
む
と
い
う
共

通
の
喜
び
で
時
間
を
忘
れ
る
程
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
回
を
重

ね
る
に
従
っ
て
益
々
強
く
な
っ
て
い

く
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
う
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
J
A
O
の
方
が

意
図
さ
れ
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
と
し

て
の
交
流
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
実

現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
誠
に
ご

同
慶
の
至
り
で
あ
る
。
民
族
同
士
の

争
い
か
ら
拡
大
し
、
と
き
あ
た
か
も

激
し
く
な
っ
て
い
た
ユ
ー
ゴ
の
爆
撃

を
想
う
に
つ
け
、
音
楽
を
通
し
て
初

め
て
出
来
る
こ
の
よ
う
な
交
流
は
、

非
常
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る

と
確
信
す
る
こ
と
が
出
来
た
旅
行
で

あ
っ
た
。

（
俊
友
会
管
弦
楽
団
　
Vn1
高
橋
良
昭
）

不
況
の
最
中
に
、
十
二
日
間
も
会

社
を
休
ん
で
ド
イ
ツ
へ
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
を
弾
き
に
往
く
…
こ
ん
な
こ
と
が

ゆ
る
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
？
と
自
問
自

答
し
な
が
ら
、
経
営
者
特
権
を
生
か

し
て
や
っ
ぱ
り
参
加
し
て
し
ま
っ
た

B
D
L
O
研
修
ツ
ア
ー
。
J.
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
w
没
後
百
年
の
イ
ベ
ン
ト

に
沸
く
憧
れ
の
ウ
ィ
ー
ン
で
、
わ
が

生
涯
最
良
の
音
楽
の
日
々
を
満
喫
し

ま
し
た
。

（
新
潟
交
響
楽
団
　
Vn1
大
塚
哲
夫
）

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
交
響
曲
第
一

番
「
冬
の
日
の
幻
想
」。
今
回
の
B

D
L
O
の
演
奏
曲
目
で
あ
る
。
氏
の

交
響
曲
の
中
で
は
マ
イ
ナ
ー
な
曲
で

あ
る
が
、
私
は
か
つ
て
、
と
あ
る
オ

ケ
で
演
奏
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
語
を
さ
ほ
ど
話
せ
な
い
私

が
フ
ル
ー
ト
で
無
謀
に
も
参
加
を
希

望
し
た
の
は
、「
や
っ
た
こ
と
の
あ

る
曲
だ
か
ら
、
ま
ぁ
何
と
か
な
る
だ

ろ
う
」
と
い
う
お
気
楽
さ
と
、
大
好

き
な
ド
イ
ツ
で
現
地
人
と
親
し
く
な

り
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

し
か
し
こ
の
曲
は
そ
の
複
雑
さ
・

難
し
さ
故
に
、「
冬
の
日
の
幻
聴
」

と
か
、「
幻
覚
」
と
か
、
さ
ら
に
は

「
幻
滅
」
と
ま
で
呼
ば
れ
て
い
た
の

で
、
数
日
間
で
仕
上
げ
る
こ
と
に
は

不
安
が
あ
っ
た
。
到
着
日
の
夕
食
後
、

市
立
ホ
ー
ル
と
は
名
ば
か
り
の
ド
田

舎
の
体
育
館
の
よ
う
な
会
場
で
、
早

速
初
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
不

安
は
的
中
し
た
！
「
こ
れ
は
夏
の
日

の
幻
聴
だ
…
」

が
、
決
し
て
「
幻
滅
」
で
は
な
か

っ
た
。
フ
ル
ー
ト
パ
ー
ト
は
、
独
仏

日
と
い
う
異
様
な
三
国
同
盟
で
、
常

時
怪
し
い
言
語
が
飛
び
交
っ
て
い
た

が
楽
器
が
通
訳
し
て
く
れ
た
。
音
楽

と
音
楽
へ
の
情
熱
は
何
よ
り
理
解
し

や
す
い
共
通
語
だ
。
か
く
し
て
練
習

は
進
み
、
曲
は
ど
う
に
か
形
に
な
り
、

少
な
い
な
が
ら
も
来
て
く
だ
さ
っ
た

観
客
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
演
奏

会
と
な
っ
た
。

お
世
辞
に
も
上
手
と
は
言
え
な
い

綱
渡
り
の
よ
う
な
演
奏
―
な
の
に
何

故
だ
ろ
う
。
一
緒
に
奏
で
る
輝
き
が

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
終
了
時
、

私
は
気
が
つ
く
と
涙
を
流
し
て
い

た
。猛

練
習
の
末
、
本
番
見
事
に
ソ
ロ

を
吹
き
き
っ
た
1st
の
彼
女
に
「
あ
な

た
の
演
奏
は
日
に
日
に
良
く
な
り
ま

す
ね
、
今
日
は
素
晴
ら
し
い
演
奏
で

し
た
」
と
言
っ
た
ら
、
彼
女
は
に
っ

こ
り
笑
っ
て
「
あ
な
た
の
ド
イ
ツ
語

も
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

「
冬
の
日
の
幻
想
」
―
英
語
で
は

W
inter

D
ay

D
ream

、
ド
イ
ツ
語
で

は
、
単
にW

in
ter-T

räum
e

（
冬
の

夢
）
と
訳
さ
れ
る
。
B
D
L
O
の
数

日
間
はW

in
ter

な
ら
ぬSu

m
m

er

（
夏
）
の
ま
さ
にT

räum
e

の
よ
う
な

日
々
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
J
A
O
事
務
局
と
B

D
L
O
の
仲
間
に
、
こ
の
場
を
借
り

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
管
弦
楽
団
　
Fl

山
元
典
子
）

B
D
L
O
研
修
演
奏
会
は
毎
年

Pfingetm
ontag

（
聖
霊
降
誕
祭
の

月
曜
日
）
に
開
催
さ
れ
る
決
ま
り
の

よ
う
で
、
今
年
は
そ
の
日
が
五
月
二

十
四
日
。
こ
の
時
節
、
ド
イ
ツ
は
眩

し
い
く
ら
い
の
緑
が
映
え
、
風
薫
り
、

精
神
活
動
を
鼓
吹
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
聖
霊
が
降
臨
す
る
に
相
応
し

い
。
研
修
の
地
、
ヴ
ァ
イ
カ
ス
ハ
イ

ム
は
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か

け
て
建
造
さ
れ
た
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
エ

宮
殿
を
頂
点
と
す
る
城
下
町
。
美
し

く
、
落
ち
着
い
た
街
だ
。
参
加
者
は

総
勢
八
十
名
。
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、

フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
日
本
か
ら
。
ず

い
ぶ
ん
年
齢
差
が
あ
る
老
若
男
女
。

顔
立
ち
は
勿
論
、
髪
の
色
、
体
格
と

実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。

異
国
の
人
た
ち
が
話
し
て
い
る
ド
イ

ツ
語
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
英

語
で
話
し
掛
け
る
と
、
彼
ら
は
親
切

に
そ
し
て
熱
心
に
会
話
に
応
じ
て
く

れ
た
。
あ
れ
か
ら
も
う
一
ヶ
月
。
研

修
を
受
け
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

交
響
曲
第
一
番
は
ま
だ
脳
裡
か
ら
離

れ
な
い
。
頭
の
中
で
、
一
楽
章
の
主

旋
律
が
ふ
っ
と
鳴
る
。
す
る
と
、
参

加
し
た
人
た
ち
の
表
情
、
し
ぐ
さ
、

そ
し
て
あ
の
美
し
い
街
の
様
子
が
渾

然
と
な
っ
て
現
れ
る
。
幸
せ
で
あ
る
。

（
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
　
Vla
石
川
八
谷
）

時
ま
さ
に[W

undersch
onen

M
onato

M
ai]

（
驚
く
ほ
ど
美
し
い

五
月
）
と
ハ
イ
ネ
が
詠
ん
だ
新
緑
の

ド
イ
ツ
。
ボ
ク
は
、
指
揮
者
の
音
楽

作
り
・
楽
員
の
音
楽
に
対
す
る
受
け

止
め
方
・
ド
イ
ツ
語
が
喋
ら
れ
る
と

い
う
興
味
が
あ
っ
て
参
加
し
た
の
だ

っ
た
。
食
事
以
外
は
、
全
部
練
習
と

い
う
楽
員
た
ち
の[A

lles
ist

Schw
er](

厳
し
い
こ
と
ば
か
り
ね
）

が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

B
D
L
O
を
ド
イ
ツ
ア
マ
チ
ュ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
と
言
っ
て
い
た

が
、
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
は
と
い
う

気
持
ち
が
あ
っ
た
。
現
地
で
聞
い
て

み
た
ら
「

B
und

D
eutsche

Liebhaberorchestra

」
の
頭
文
字

で
直
訳
す
れ
ば
「
ド
イ
ツ
人
の
音
楽

愛
好
家
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
」
と
な

る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
プ
ロ
も
ア
マ
も

な
く
「
音
楽
の
好
き
な
者
、
嫌
い

な
者
」
と
区
別
す
る
。
今
回
は
、
各

パ
ー
ト
の
ト
ッ
プ
に
は
プ
ロ
が
い

て
、
パ
ー
ト
練
習
も
技
術
的
に
は
す

ば
ら
し
い
ト
ッ
プ
の
指
導
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
。

演
奏
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
ボ
ク

と
プ
ル
ト
を
組
ん
だ
女
性
に[E

s
w
ar
froude

m
it
Ihnen

zu
spielen](

貴
女
と
一
緒
に
弾
く
こ
と

が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
）
と
お
礼
を

言
っ
た
ら
、
彼
女
泣
き
出
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
。
ボ
ク
も
思
わ
ず
ジ
ー
ン

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

お
蔭
様
で
、
音
楽
と
人
情
に
囲
ま

れ
た
幸
福
な
研
修
で
あ
っ
た
。

（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
小
塩
樹
三
郎
）

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
こ
の
旅

行
に
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
胸
躍

る
思
い
で
成
田
空
港
か
ら
ド
イ
ツ
に

向
け
て
飛
び
立
っ
た
。
何
も
か
も
が

初
め
て
で
あ
っ
た
昨
年
の
経
験
か

ら
、
少
し
で
も
ド
イ
ツ
と
い
う
国
や
、

ド
イ
ツ
人
に
対
し
て
勉
強
し
て
理
解

を
深
め
て
か
ら
今
年
は
臨
も
う
と
志

を
立
て
、
自
分
な
り
に
準
備
を
進
め

て
き
た
つ
も
り
だ
が
果
た
し
て
結
果

は
い
か
に
。

合
宿
中
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
や

場
面
で
日
本
人
と
ド
イ
ツ
人
の
心
の

通
い
合
い
を
時
折
感
じ
た
が
、
こ
れ

は
私
の
最
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
う
も
の
は

心
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
あ
り
、
各
パ

ー
ト
が
完
璧
に
演
奏
し
て
も
指
揮
者

を
含
め
て
気
持
ち
の
通
い
合
い
や
思

い
や
り
の
精
神
が
な
け
れ
ば
、
真
に

ぬ
く
も
り
の
あ
る
音
楽
と
い
う
も
の

は
生
ま
れ
て
こ
な
い
と
私
は
信
じ
て

い
る
。
要
す
る
に
演
奏
者
の
心
が
寄

っ
て
く
る
と
音
も
寄
っ
て
く
る
と
。

そ
れ
を
外
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
実
感
で
き
た
こ
と
が
更
に

そ
の
思
い
を
深
く
し
た
。

今
回
の
旅
行
で
「
友
好
」
と
い
う

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
橋

渡
し
と
な
る
、
日
本
人
、
外
国
人
問

わ
ず
共
通
に
あ
る
も
の
、
そ
れ
は
音

楽
で
あ
る
。
音
楽
か
ら
精
神
的
な
豊

か
さ
を
享
受
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て

た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
え
た
こ
と

な
ど
、
私
が
今
ま
で
ア
マ
チ
ュ
ア
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動
を
通
じ
て
得
た
も

の
は
大
き
い
が
、
今
回
の
旅
行
で
は

も
っ
と
そ
れ
ら
の
こ
と
を
幅
広
く
実

感
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
企
画
を
立

て
て
く
だ
さ
っ
た
J
A
O
の
関
係
者

の
方
に
は
、
い
く
ら
感
謝
し
て
も
し

た
り
な
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ

る
。
将
来
、
ま
す
ま
す
各
国
と
の
交

流
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

（
千
葉
市
管
弦
楽
団
　
Vn2
久
保
麻
美
子
）

ふ
る
さ
と

0
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0

指揮者ステファン・ファラス氏を囲んでJAOの皆さん
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Okinawa Symphony Orchestra 

Gifu Symphony Orchestra 

●創立45年目にして「自前の練習場」がオープン

●岐響について ●“Welcome to Gifu”
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「
二
十
四
の
瞳
」
ば
か
り
で
は
な

い
の
で
す
。
君
達
の
何
百
と
も
勘
定

で
き
な
い
瞳
が
私
を
み
つ
め
て
い
ま

し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
が

そ
れ
は
も
の
す
ご
い
パ
ワ
ー
で
し

た
。「
気
」
と
い
う
も
の
は
確
か
に

存
在
し
ま
す
ね
。
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。「
運
命
の
力
」
の
金
管
の
響

き
か
ら
あ
の
暗
い
波
の
よ
う
な
う
ね

り
。
人
間
の
集
団
で
あ
り
な
が
ら
別

の
力
で
引
っ
張
ら
れ
て
行
く
よ
う
な

流
れ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
は
あ
の
時
の
よ
う
に
予
測
で
き

な
い
人
格
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
初
め
て
の
出
会
い
な
の
に
、

ま
る
で
約
束
が
し
て
あ
っ
た
よ
う

に
、
毎
日
共
に
暮
ら
し
て
い
る
か
の

よ
う
に
気
持
ち
が
ぴ
っ
た
り
と
合
う

な
ん
て
。

人
と
人
の
出
会
い
ほ
ど
ミ
ス
テ
リ

ア
ス
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
し

み
や
喜
び
を
越
え
た
説
明
し
が
た
い

興
奮
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
醍
醐
味
は

こ
れ
な
の
で
す
。
あ
れ
だ
け
の
人
数

で
す
。
い
ろ
い
ろ
と

我
慢
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
多

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

自
分
に
自
信
を
な
く

し
た
人
も
い
た
で
し

ょ
う
。
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
に
な
っ
た
人
も
正

直
に
反
省
記
録
に
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。

で
も
私
は
今
回
の
参

加
者
の
皆
さ
ん
ほ
ど

緊
張
感
に
あ
ふ
れ
て

い
た
キ
ャ
ン
プ
は
初

め
て
で
す
。
十
五
年

も
経
つ
と
何
事
も
マ

ン
ネ
リ
に
な
っ
て
し

ま
う
も
の
で
す
が
、

「
何
と
見
事
な
青
少

年
た
ち
だ
ろ
う
」
と
講
師
の
先
生
方

が
異
口
同
音
に
ほ
め
て
い
ま
し
た
。

結
局
自
分
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
日
頃

や
っ
て
い
る
こ
と
が
出
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
指
導
者
の
先
生
方
の
教

育
力
の
強
さ
に
脱
帽
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
帰
っ
て
き
て
二
、
三
日

ぼ
ん
や
り
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
や
な
こ
と
や
困
っ
た
事
が
起
き
た

と
き
に
は
君
達
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
い
ま
す
。

夏
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら

青
少
年
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
す
。

こ
の
青
少
年
た
ち
の
お
世
話
を
す
る

英
語
の
で
き
る
メ
ン
バ
ー
を
さ
が
し

て
い
ま
す
。
だ
れ
か
本
部
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
時
間
の
関
係
で
「
運
命
の
力
」

「
火
星
」「
金
星
」「
木
星
」
の
四
曲

に
な
り
ま
し
た
。
で
は
炎
天
下
の
市

川
で
ま
た
会
お
う
ぜ
。

何
百
の
瞳
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惑星、はるかなる旅立ち

参加者に熱く語りかける森下先生
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Ｔ
Ｙ
Ｏ
Ｃ
が
誕
生
し
て
以
来
、
初

め
て
事
務
所
が
豊
橋
か
ら
厚
木
に
移

り
、
関
東
の
参
加
者
も
自
主
運
営
の

意
識
が
強
ま
っ
た
。

今
回
の
宿
泊
施
設
は
前
回
ま
で
の

ホ
テ
ル
生
活
と
は
う
っ
て
か
わ
り
、

小
中
学
生
の
研
修
を
対
象
と
し
た
施

設
を
利
用
し
た
。
参
加
者
全
員
で
協

力
し
合
い
原
状
復
帰
を
す
る
こ
と

が
、
生
活
面
の
目
標
と
な
っ
た
。

◎
一
日
目

【
開
会
式
】

久
し
ぶ
り
に
先
生
方
や
友
達
と
再

会
す
る
人
も
い
た
が
、
今
回
は
参
加

者
の
約
半
分
が
初
参
加
者
な
の
で
、

ど
ん
な
キ
ャ
ン
プ
に
な
る
の
か
、
期

待
や
不
安
な
ど
様
々
な
考
え
が
胸
を

よ
ぎ
る
幕
開
け
と
な
っ
た
。

【
総
合
練
習
】

森
下
音
楽
監
督
の
指
揮
で
「
運
命

の
力
」、「
惑
星
」
全
曲
の
練
習
が
始

ま
っ
た
。
緊
張
感
の
中
、
な
ん
と
か

先
へ
進
ま
せ
よ
う
と
し
た
が
、
大
勢

の
中
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
り
合
う
の

が
難
し
く
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
練
習

不
足
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

【
パ
ー
ト
練
習
】

講
師
の
先
生
方
の
熱
く
、
丁
寧
な

ご
指
導
を
受
け
て
演
奏
し
に
く
い
所

の
秘
訣
や
、
楽
し
く
真
剣
な
先
生
の

お
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、

パ
ー
ト
練
習
室
へ
の
移
動
が
遅
い
人

が
目
立
っ
た
。
参
加
者
は
一
日
目
を

通
し
て
明
日
の
演
奏
、
自
分
の
行
動
、

交
流
に
意
欲
を
燃
や
し
つ
つ
、
宿
泊

棟
へ
向
か
っ
た
。

◎
二
日
目

【
パ
ー
ト
・
セ
ク
シ
ョ
ン
練
習
】

パ
ー
ト
練
習
は
二
度
目
で
昨
日
よ

り
も
時
間
が
長
く
と
れ
た
た
め
、
各

パ
ー
ト
と
も
、
と
て
も
充
実
し
て
い

た
。
講
師
の
先
生
に
個
人
で
見
て
頂

い
た
り
質
問
を
す
る
人
も
で
て
き

た
。
セ
ク
シ
ョ
ン
練
習
で
は
違
う
パ

ー
ト
の
講
師
の
方
々
か
ら
も
ご
指

導
・
お
話
が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
く

勉
強
が
で
き
た
。
ま
た
同
じ
セ
ク
シ

ョ
ン
内
で
交
流
を
は
か
る
人
も
い

た
。

【
総
合
練
習
】

ひ
き
つ
づ
き
森
下
音
楽
監
督
の
も

と
に
「
火
星
」
か
ら
練
習
が
始
ま
っ

た
。
午
前
か
ら
昼
食
後
に
わ
た
る
パ

ー
ト
練
習
、
セ
ク
シ
ョ
ン
練
習
の
成

果
が
各
楽
器
よ
く
出
て
き
て
、
さ
ら

に
余
裕
も
出
た
の
か
、
初
日
よ
り
も

ず
い
ぶ
ん
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
夕

食
後
、
森
下
先
生
か
ら
現
代
の
青
少

年
に
向
け
た
お
話
が
あ
り
、
多
く
の

人
が
感
動
し
、
刺
激
を
受
け
た
。
そ

し
て
そ
の
後
の
「
運
命
の
力
」
で
の

皆
の
集
中
力
は
と
て
も
密
度
の
濃
い

も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
「
鳥
」
の
合

奏
が
こ
の
日
か
ら
始
ま
り
、
講
師
の

先
生
を
ま
じ
え
て
の
練
習
に
選
抜
メ

ン
バ
ー
か
ら
は
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
先
生
方
の
演
奏
を
間
近
で
感

じ
な
が
ら
の
練
習
に
心
を
躍
ら
せ
な

が
ら
も
先
生
方
を
よ
く
観
察
し
、
学

ん
だ
。

◎
三
日
目

【
パ
ー
ト
・
セ
ク
シ
ョ
ン
練
習
】

最
後
の
分
奏
で
は
あ
る
が
、
講
師

の
先
生
方
と
参
加
者
同
士
の
間
は
ず

い
ぶ
ん
和
や
か
に
な
っ
た
。
先
生
方

の
配
慮
で
個
人
練
習
の
時
間
を
作
っ

た
パ
ー
ト
も
あ
り
、
残
り
少
な
い
合

奏
に
向
け
て
や
る
べ
き
こ
と
を
整
理

し
た
。

【
企
画
】

今
回
の
企
画
は
団
紹
介
が
行
わ
れ

た
。
日
本
各
地
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か

ら
せ
っ
か
く
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
少
し
で
も
他
の
団
の
こ
と
を
知

る
機
会
を
つ
く
ろ
う
、
と
い
う
趣
向

で
あ
っ
た
。
各
団
か
ら
送
ら
れ
た
写

真
をO

H
P

で
操
作
し
、
代
表
者
が
説

明
を
加
え
た
。『
練
習
、
練
習
』
の

キ
ャ
ン
プ
の
中
で
一
息
つ
け
る
、
笑

い
声
の
絶
え
な
い
楽
し
い
一
時
で
あ

っ
た
。

【
総
合
練
習
】

こ
の
総
合
練
習
は
、
今
回
の
キ
ャ

ン
プ
の
中
で
森
下
音
楽
監
督
が
指
揮

を
な
さ
る
最
後
の
練
習
と
な
っ
た
。

多
く
の
森
下
先
生
フ
ァ
ン
は
一
層
演

奏
に
熱
が
入
る
。「
木
星
」
を
演
奏

し
た
あ
と
、
先
生
か
ら
勇
気
づ
け
ら

れ
る
お
言
葉
を
頂
き
、
そ
れ
は
皆
の

心
に
響
い
た
。
そ
の
後
、
次
回
の
キ

ャ
ン
プ
の
演
奏
会
で
指
揮
を
な
さ
る

栗
田
先
生
の
合
奏
に
移
る
。
非
常
に

曲
想
が
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
音
楽

は
指
揮
者
が
違
う
と
と
て
も
変
わ
る

と
い
う
こ
と
を
、
今
回
二
人
の
指
揮

者
と
演
奏
で
き
た
こ
と
で
、
参
加
者

は
楽
し
ん
だ
り
戸
惑
っ
た
り
し
て
い

た
。

◎
四
日
目

【
総
合
練
習
】

い
よ
い
よ
最
終
日
を
迎
え
た
。
最

後
の
合
奏
は
「
鳥
」
か
ら
始
ま
っ
た
。

今
ま
で
の
成
果
を
出
そ
う
と
と
て
も

意
欲
的
な
練
習
だ
っ
た
。
た
く
さ
ん

の
練
習
時
間
も
、
こ
の
日
を
迎
え
る

と
な
ん
と
短
く
感
じ
ら
れ
、
ま
た
充

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ

と
を
痛
感
し
た
。
名
残
惜
し
い
ま
ま

今
回
の
練
習
は
す
べ
て
終
了
し
た
。

【
閉
会
式
・
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
】

ホ
テ
ル
に
移
動
し
て
か
ら
行
わ

れ
、
森
下
先
生
を
始
め
、
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
方
か
ら
お
話
を
頂

き
、
青
木
先
生
の
乾
杯
に
よ
り
立
食

パ
ー
テ
ィ
に
移
っ
た
。
皆
の
笑
顔
が

晴
れ
晴
れ
と
し
、
印
象
深
か
っ
た
。

参
加
者
は
来
年
へ
向
け
て
、
た
く
さ

ん
の
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
足
ど
り

軽
や
か
に
帰
っ
て
い
っ
た
。

日
程
を
振
り
返
っ
て

◎
一
日
目

質
問
一
…
あ
な
た
は
な
ぜ
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
た
の
で
す
か
？

▼
前
回
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
時

地
元
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
た
く
さ

ん
知
り
ま
し
た
。
ま
た
全
国
の
仲
間

と
と
も
に
演
奏
し
た
あ
と
の
感
動
を

忘
れ
ら
れ
な
く
て
、
も
う
一
度
、
そ

う
い
う
経
験
を
し
た
い
な
と
思
っ
た

の
で
今
回
参
加
し
ま
し
た
。
あ
と
、

前
回
親
し
く
な
っ
た
友
だ
ち
に
会
え

る
こ
と
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。（
Fl
）

質
問
二
…
あ
な
た
は
ど
ん
な
事
前
練

習
を
し
て
キ
ャ
ン
プ
に
臨
み
ま
し
た

か
？

▼
ス
コ
ア
を
見
た
り
、
Ｃ
Ｄ
を
聴
き
、

お
お
よ
そ
の
曲
想
を
か
き
こ
み
、
他

の
パ
ー
ト
が
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

い
る
か
知
る
。

解
説
書
で
曲
の
背
景
や
作
曲
者
に

つ
い
て
調
べ
る
。

自
分
で
最
良
の
フ
ィ
ン
ガ
リ
ン
グ

を
み
つ
け
て
楽
譜
に
書
き
込
む
。

練
習
番
号
や
、
自
分
の
パ
ー
ト
が

お
休
み
の
場
所
に
、
パ
ッ
と
わ
か
る

よ
う
に
小
節
番
号
を
つ
け
る
。（
Vn
１
）

▼
私
の
団
で
は
、
二
回
ほ
ど
休
日
に

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、
先
生
を
中
心

に
練
習
を
し
ま
し
た
。

楽
譜
の
Ａ
と
か
Ｉ
の
と
こ
ろ
に
、

蛍
光
ペ
ン
で
印
を
入
れ
た
り
ス
ケ
ッ

チ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
に
見
や
す
く
貼
っ
た
り

し
ま
し
た
。（
Vn
２
）

質
問
三
…
一
日
の
感
想

▼
初
め
は
、
は
る
か
か
な
た
に
見
え

る
指
揮
者
と
楽
譜
と
を
上
手
に
見
る

こ
と
が
出
来
ず
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
慣
れ

ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
四
十
人
近

く
も
い
る
パ
ー
ト
の
人
た
ち
と
、
音

を
合
わ
せ
て
弾
く
の
は
と
て
も
難
し

く
、
自
分
は
pp
で
弾
い
て
い
る
つ
も

り
で
も
、
大
人
数
で
は
ｆ
に
も
ff
に

も
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
知
り
ま
し
た
。
パ
ー
ト
練
で
気

の
持
ち
方
で
、
曲
想
が
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
面
白
い
な
と
、

思
い
ま
し
た
。（
Vn
１
）

◎
二
日
目

質
問
一
…
キ
ャ
ン
プ
の
趣
旨
は
「
自

分
た
ち
自
身
の
手
に
よ
る
運
営
」
で

す
。
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
で
は
、

そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か
？

▼
知
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
良
い
こ

と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
運
営
委
員

以
外
の
人
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
は

趣
旨
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は

疑
問
で
す
。
参
加
者
は
、
参
加
者
の

手
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
価
値

を
見
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

例
え
ば
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で

地
元
に
持
ち
帰
る
、
と
い
っ
た
こ
と

を
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
多

く
の
参
加
者
に
と
っ
て
、
こ
の
キ
ャ

ン
プ
が
「
参
加
者
自
身
」
に
運
営
さ

れ
て
い
て
も
、
大
人
の
方
々
に
運
営

さ
れ
て
い
て
も
、
同
じ
で
あ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
に
、
大
人
の

方
々
の
協
力
が
非
常
に
多
大
で
あ

り
、「
自
身
に
よ
る
運
営
」
っ
て
の

は
、
か
な
り
、
ご
う
ま
ん
な
気
が
し

ま
し
た
。（
Vn
２
）

▼
参
加
す
る
際
に
、
受
け
身
で
い
る

と
や
っ
ぱ
り
楽
し
く
な
い
わ
け
で
、

『
私
で
も
何
か
ひ
と
つ
は
協
力
し
た

い
』
と
い
っ
た
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
実
は
い
ろ
い
ろ
な
人
達

の
協
力
、
苦
労
あ
っ
て
の
Ｔ
Ｙ
Ｏ
Ｃ

な
ん
だ
、
と
気
付
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。（
Hrn
）

質
問
二
…
一
日
の
感
想

▼
今
日
の
パ
ー
ト
練
習
（
昨
日
の
パ

ー
ト
練
習
）
で
、
先
生
方
に
、
速
い

所
で
ム
ズ
カ
し
い
所
は
小
さ
い
音
で

や
っ
て
み
る
と
自
分
の
音
も
聴
け
る

し
、
ま
わ
り
の
音
も
聴
け
て
そ
う
や

っ
て
練
習
す
る
と
イ
イ
と
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
家
で
や
っ
て
い
る
時

に
は
、
自
分
の
音
し
か
聞
こ
え
な
い

か
ら
で
き
た
所
も
総
合
で
は
弾
け
な

い
部
分
が
け
っ
こ
う
沢
山
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
い
う
部
分
は
、
教
え
て
も

ら
っ
た
方
法
で
練
習
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
Vn
１
）

◎
三
日
目

質
問
一
…
今
回
の
研
修
曲
目
は
ど
う

で
し
た
か
？

▼
「
惑
星
」
も
「
運
命
の
力
」
も
全

部
初
め
て
演
奏
す
る
曲
ば
か
り
で
し

た
。
四
分
の
五
拍
子
や
、
変
わ
っ
た

奏
法
な
ど
が
経
験
で
き
て
、
難
し
い

け
れ
ど
挑
戦
し
が
い
も
あ
っ
た
し
、

楽
し
く
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
自
主
練
習
や
事
前
練
習
の
重
要

さ
を
痛
い
ほ
ど
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る

曲
で
も
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
が
終

わ
っ
て
か
ら
ま
た
絶
対
、
も
っ
と
練

習
し
よ
う
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

（
V.C
）

質
問
二
…
一
日
の
感
想

▼
森
下
先
生
の
、『
上
達
し
て
い
る

時
に
へ
た
に
感
じ
る
の
は
上
手
に
な

っ
て
い
る
証
拠
』
と
い
う
言
葉
が
す

ご
く
心
に
残
っ
た
。
音
楽
だ
け
で
な

く
す
べ
て
の
こ
と
に
共
通
し
て
い
る

と
思
う
。
明
日
は
最
終
日
な
の
で
こ

の
四
日
間
の
な
か
で
一
番
い
い
演
奏

す
な
わ
ち
自
分
が
い
ま
ま
で
以
上
に

満
足
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

（
Vn
１
）

▼
今
日
ま
で
の
練
習
を
通
し
て
、
森

下
先
生
の
音
楽
や
私
達
に
対
す
る
厳

し
い
け
れ
ど
、
暖
か
い
姿
勢
か
ら
、

音
楽
と
向
き
あ
う
こ
と
や
、
音
楽
の

み
な
ら
ず
、
色
々
な
こ
と
と
向
き
あ

い
ど
う
考
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。
技
術
的
な
成

長
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
精
神
的
な

面
な
ど
音
楽
以
外
の
部
分
で
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
、
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
今
回
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。（
V.C
）

◎
四
日
目

感
想

▼
長
い
と
思
っ
て
い
た
三
泊
四
日

も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
こ
の
四
日
間

は
自
分
に
と
っ
て
楽
し
く
、
厳
し
く
、

充
実
し
て
い
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
曲
も
難
し
か
っ
た
し
講
師
の
先

生
や
パ
ー
ト
の
人
達
の
演
奏
、
ご
指

導
が
大
変
勉
強
に
な
り
、
自
分
も
初

心
に
か
え
っ
て
一
生
懸
命
素
直
に
四

日
間
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。（
Tub
）

▼
宿
泊
場
所
に
つ
い
て
、
せ
っ
か
く

自
然
が
豊
か
な
の
に
外
に
出
る
こ
と

な
く
、
屋
内
に
閉
じ
こ
も
っ
て
練
習

し
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
の
は
残
念
に
思

っ
た
。
練
習
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に

一
度
通
し
て
み
た
時
に
、
こ
の
曲
が

本
当
に
で
き
る
の
か
心
配
に
な
っ
た

が
、
最
後
の
総
合
練
習
を
や
っ
て
み

て
こ
れ
な
ら
僕
達
に
も
で
き
そ
う
だ

と
い
う
自
信
が
も
て
た
。
今
回
の
キ

ャ
ン
プ
で
の
反
省
を
生
か
し
て
次
回

の
キ
ャ
ン
プ
を
絶
対
よ
い
も
の
に
し

た
い
。（
C.b
）

次
回
の
キ
ャ
ン
プ
へ
の
希
望

▼
演
奏
会
も
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り

練
習
が
し
た
い
。
楽
器
移
動
な
ど
で

あ
ま
り
時
間
を
つ
か
わ
ず
練
習
時
間

に
当
て
た
い
の
で
練
習
場
所
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。（
Per
）

そ
の
他
…
同
じ
部
屋
の
人
は
同
年

齢
が
い
い
・
参
加
資
格
の
年
齢
制
限

を
上
げ
て
ほ
し
い
等
。

『
参
加
者
の
思
い
』

qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq
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三
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
キ
ャ
ン
プ

に
お
い
て
日
本
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

若
き
音
楽
家
達
と
出
会
え
た
事
は
私

に
と
っ
て
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
二

十
一
世
紀
へ
の
希
望
の
光
を
感
じ
ま

し
た
。
現
在
、
世
界
的
に
も
少
子
化

や
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
り

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
衰
退
の
危
機
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
音
楽
を
愛
す

る
人
間
が
激
減
し
て
い
る
訳
で
は
な

く
、
生
活
全
て
に
お
い
て
選
択
す
る

枠
が
増
え
す
ぎ
て
誰
も
が
戸
惑
い
、

先
導
さ
れ
る
ま
ま
に
流
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
事
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
心

配
を
よ
そ
に
キ
ャ
ン
プ
の
練
習
を
始

め
て
見
れ
ば
皆
さ
ん
の
目
は
純
粋
で

素
晴
ら
し
い
輝
き
を
持
っ
て
音
楽
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。（
最
初
は
す
ご
く
固
く

緊
張
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
！
）

勿
論
、
各
々
の
楽
器
歴
等
の
技
術
の

差
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

か
ら
の
注
文
に
対
す
る
集
中
力
、
そ

し
て
音
に
よ
る
反
応
。
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
し
て
数
日
前
に
初
め
て
会
っ
た

メ
ン
バ
ー
の
演
奏
と
は
思
え
な
い
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
は

各
パ
ー
ト
、
セ
ク
シ
ョ
ン
、Tutti

を

指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
力
が
本

当
に
大
き
く
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
、
ま
た
、
そ
れ
を
吸
収
し
成
長
し

続
け
て
い
る
若
き
音
楽
家
達
に
ブ
ラ

ボ
ー
と
い
い
た
い
で
す
。
来
年
の
練

習
及
び
本
番
で
ふ
た
た
び
会
え
る
こ

と
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。そ

の
と
き
の
た
め
に
一
つ
、
我
々
、

日
本
人
は
「
良
く
い
え
ば
『
抑
制
の

き
い
た
節
度
あ
る
演
奏
』
を
す
る
が
、

悪
く
い
え
ば
『
音
楽
が
求
め
る
も
の

を
抑
え
た
、
ま
る
で
機
械
が
行
っ
て

い
る
か
の
よ
う
な
演
奏
』」
と
言
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
勿

論
、
全
員
が
そ
う
で
あ
る
わ
け
は
な

く
、
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
た
ま
る

か
！
と
思
い
ま
す
が
、
全
て
の
分
野

に
お
い
て
外
国
か
ら
見
た
日
本
人
に

対
す
る
共
通
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

の
は
事
実
で
す
。
細
か
い
こ
と
は
と

て
も
う
ま
く
、
丁
寧
に
出
来
る
が
、

大
き
く
物
事
を
と
ら
え
る
の
は
不
得

意
な
民
族
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
は
長
所
に
も
な
る
わ
け
で
、
丁
寧

に
、
そ
し
て
躊
躇
せ
ず
大
胆
に
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
や
っ
て
み
れ
ば
い
い
の

で
す
。
そ
の
両
方
が
表
現
し
、
人
に

伝
え
る
に
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
楽
し
む
こ
と
。

若
き
音
楽
家
達
よ
、
来
年
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、
レ
ス
ピ

ー
ギ
、
ホ
ル
ス
ト
が
残
し
た
素
晴
ら

し
い
作
品
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
炸
裂
さ

せ
、
会
場
に
来
て
く
れ
る
聴
衆
に
伝

え
ま
く
ろ
う
！

第
十
五
回
Ｔ
Ｙ
Ｏ
Ｃ
に
参
加
さ
れ
た

若
き
音
楽
家
へ
！お別れパーティーで挨拶される栗田先生

qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

『
第
十
五
回
Ｔ
Ｙ
Ｏ
Ｃ
を
終
え
て
』

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
て
、
と

い
う
よ
り
も
、
私
が
毎
回
思
う
こ
と

で
す
が
、
皆
さ
ん
が
と
て
も
素
晴
ら

し
い
環
境
で
貴
重
な
経
験
を
積
ん
で

い
る
な
あ
と
い
う
こ
と
で
す
。
小
学

校
、
中
学
校
、
そ
し
て
高
校
、
大
学

と
そ
れ
ぞ
れ
修
学
旅
行
や
卒
業
旅
行

と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
も
の

の
、
あ
く
ま
で
も
毎
日
顔
を
あ
わ
せ

て
い
る
人
た
ち
と
共
に
行
動
す
る
だ

け
で
あ
り
、（
そ
れ
は
そ
れ
で
限
り

な
く
楽
し
く
、
自
分
も
充
分
に
お
も

し
ろ
お
か
し
く
過
ご
し
て
き
た
。）

初
め
て
出
逢
う
人
た
ち
と
知
ら
な
い

土
地
で
一
緒
に
音
楽
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
さ
て
肝
心
の
キ
ャ

ン
プ
の
成
果
で
す
が
、
初
日
の
総
合

練
習
を
聴
い
た
限
り
で
は
、
四
日
間

で
果
た
し
て
ど
の
程
度
の
も
の
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
一
日
一
日
と
日
を

重
ね
る
に
つ
れ
、
み
ん
な
の
頑
張
り

の
成
果
が
は
っ
き
り
と
音
に
表
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
も
同
じ

意
見
だ
と
思
い
ま
す
。
私
を
初
め
、

ほ
か
の
先
生
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
来
年

の
演
奏
会
ま
で
期
間
が
開
い
て
し
ま

い
ま
す
が
、
今
年
以
上
の
「
い
い
音
」

を
創
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
ま

た
来
年
会
い
ま
し
ょ
う
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
講
師
　
森
田
昌
弘

『
音
楽
を
楽
し
む
と
き
』

ド
イ
ツ
語
の
日
常
用
語
で
あ
る
ム

ジ
ツ
ィ
ー
レ
ンM

usizieren

。
日
本

語
に
そ
の
ま
ま
置
き
換
え
ら
れ
ま
せ

ん
が
、「
音
楽
を
よ
ろ
こ
び
楽
し
む
」

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
音
楽
の
よ
ろ
こ
び
に
憧
れ
る

日
本
の
若
者
に
は
、
理
解
で
き
る
響

き
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
だ
い
ぶ

「
カ
ラ
オ
ケ
」
で
ム
ジ
ツ
ィ
ー
レ
ン

し
て
い
る
仲
間
も
い
る
よ
う
で
す
。

楽
器
を
弾
く
こ
と
は
、
技
術
の
修

練
だ
け
で
な
く
、
人
間
と
し
て
生
き

る
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
、
自
分
自

身
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に

は
年
齢
な
ど
何
の
条
件
も
い
ら
な
い

こ
と
も
、
承
知
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
楽
器
を
弾
く
訓
練
は
、
あ

る
種
の
筋
肉
運
動
や
感
覚
に
頼
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
青
少
年
時

代
の
鋭
い
反
応
力
や
記
憶
力
が
有
利

で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
す
。
こ
の

再
び
訪
れ
な
い
、
恵
ま
れ
た
貴
重
な

”と
き
“
を
フ
ル
に
活
か
し
て
、
広

く
も
の
を
見
る
目
を
養
い
、
正
し
い

メ
ソ
ー
ド
の
も
と
で
精
進
し
た
い
も

の
で
す
。

や
が
て
日
本
に
も
、
す
ぐ
れ
た
音

楽
で
皆
が
ム
ジ
ツ
ィ
ー
レ
ン
で
き
る

日
が
く
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
夢
見

つ
つ
。

ヴ
ィ
オ
ラ
講
師
　
藤
原
義
章

キ
ャ
ン
プ
お
疲
れ
様
で
し
た
。
良

く
頑
張
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ
中
に
も
ど

ん
ど
ん
上
手
に
な
っ
て
い
く
の
が
良

く
分
か
り
ま
し
た
。

今
日
は
来
年
に
向
け
て
、
何
か
一

つ
で
も
役
に
立
つ
事
が
あ
れ
ば
と
思

い
「
大
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏

上
で
注
意
す
る
事
」
を
い
く
つ
か
あ

げ
て
み
ま
し
た
。

一．

人
数
が
沢
山
ス
テ
ー
ジ
に
居
る

だ
け
で
、
気
付
か
な
い
ノ
イ
ズ
が
大

き
い
し
、
又
服
や
身
体
で
音
が
吸
収

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
ソ
ロ
は
大
き
め

に
。
そ
の
反
対
に
裏
に
ま
わ
っ
た
時

は
、
本
気
に
な
っ
て
小
さ
く
す
る
事
。

大
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
魅
力
は

何
と
言
っ
て
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン

ジ
の
広
い
事
で
す
。

一．

音
程
は
誰
か
に
合
わ
せ
ろ
と
言

う
よ
り
も
、
音
楽
の
流
れ
の
中
で
し

っ
か
り
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
す
る
こ
と
。

小
さ
い
編
成
で
は
、
同
じ
音
を
扱
っ

て
い
る
者
同
志
が
寄
り
そ
っ
て
音
程

を
合
わ
せ
て
い
く
方
が
、
良
く
合
っ

て
来
る
け
れ
ど
も
大
編
成
で
は
と
て

も
間
に
合
わ
な
い
。

一．

距
離
感
を
し
っ
か
り
持
つ
事
。

指
揮
か
ら
遠
い
人
達
は
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
聴
い
て
合
わ
せ
て
い
た
の
で

は
客
席
か
ら
遅
れ
て
聞
こ
え
ま
す
。

指
揮
者
と
呼
吸
を
し
っ
か
り
合
わ
せ

て
多
少
前
向
き
に
演
奏
す
る
様
に
。

但
し
速
く
は
な
ら
な
い
こ
と
。

一．

リ
ズ
ム
は
、
よ
り
正
確
に
（
固

め
に
）。
大
編
成
で
は
全
体
と
し
て

リ
ズ
ム
が
甘
く
聞
こ
え
て
来
る
の

で
。以

上
の
事
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
う

と
実
践
の
中
で
分
か
っ
て
来
る
の

で
、
こ
の
次
の
キ
ャ
ン
プ
で
一
緒
に

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
講
師
　
霧
生
吉
秀

ハ
ー
ド
な
キ
ャ
ン
プ
大
変
に
御
苦

労
で
し
た
。
全
国
の
ア
マ
オ
ケ
の
仲

間
が
集
う
祭
典
、
素
晴
ら
し
い
時
間

を
過
ご
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。気

付
い
た
点
を
書
い
て
み
ま
す
。

音
程
の
と
り
方
、
リ
ズ
ム
感
の
相

違
、
音
色
の
違
い
等
、
個
々
の
レ
ベ

ル
の
違
い
は
当
然
で
す
が
、
そ
の
バ

ラ
ツ
キ
は
練
習
中
顕
著
に
表
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
各
自
の

日
頃
の
練
習
意
識
が
大
事
で
あ
り
す

ぐ
演
奏
に
直
結
し
て
し
ま
い
、
繰
り

返
し
指
揮
者
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ

と
な
り
ま
す
。
”音
程
“
”リ
ズ
ム
・

音
色
“
頑
張
っ
て
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
ア
マ
と
プ
ロ
の
決
定
的

な
違
い
は
、
集
中
力
に
あ
り
ま
す
。

練
習
時
の
集
中
度
（
緊
張
度
と
は
違

う
）
の
高
い
程
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏

に
な
る
の
は
当
然
で
す
。
森
下
音
楽

監
督
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
が
、

キ
ャ
ン
プ
で
の
最
大
の
目
的
は
プ
ロ

の
育
成
で
は
な
く
、
楽
器
、
演
奏
を

通
じ
て
全
国
の
若
人
に
音
楽
の
素
晴

ら
し
さ
、
面
白
さ
、
難
し
さ
等
、
キ

ャ
ン
プ
で
得
た
貴
重
な
体
験
を
帰
省

し
て
か
ら
仲
間
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
伝
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
す
が
諸
君
の
水
準
は

年
々
、
そ
れ
も
確
実
に
向
上
し
て
い

ま
す
。
一
人
一
人
の
潜
在
能
力
は
十

分
に
あ
り
、
そ
れ
を
開
花
さ
せ
る
の

は
自
分
自
身
で
す
。

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
一
歩
も
二

歩
も
前
進
し
来
年
再
会
し
ま
し
ょ

う
。ベ

ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
Tb
ド
ー
ム
ス

氏
は
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
上
達
の

秘
訣
は
、”れ
ん
し
ゅ
う
“
”れ
ん
し

ゅ
う
“
と
。

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
講
師
　
春
山
和
雄

2ndVnパート練習：二人の講師の指導のもとで

真剣な眼差しの参加者（ホルン）

講師の先生からの

今
年
の
Ｔ
Ｙ
Ｏ
Ｃ
も
終
わ
り
、
皆

さ
ん
は
今
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
こ
と
を

学
び
、
ま
た
思
い
出
も
で
き
た
で
し

ょ
う
。
で
は
、「
次
回
（
や
将
来
）

へ
の
抱
負
は
？
」
と
聞
か
れ
た
時
、

ど
う
答
え
ま
す
か
。
／
Ｔ
Ｙ
Ｏ
Ｃ
は

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
を
得

て
、
素
晴
ら
し
い
環
境
で
集
中
し
て

音
楽
を
学
べ
る
、
絶
好
の
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
こ
の
機
会
を

生
か
せ
る
か
ど
う
か
は
、
私
達
個
人

が
ど
れ
だ
け
貪
欲
に
四
日
間
を
過
ご

す
か
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
う
も
の
を
学
び
、

先
生
方
の
言
わ
れ
る
こ
と
を
吸
収
す

る
た
め
の
「
引
き
出
し
」
を
用
意
し

て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
出
来
る
限
り
の
事
前

練
習
は
当
然
し
て
お
く
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
練
習
し
て
も
出
来

な
い
所
が
あ
る
の
は
恥
ず
か
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個
人
の
甘

え
は
全
く
違
う
も
の
で
す
。
も
う
一

度
自
分
が
な
ぜ
Ｔ
Ｙ
Ｏ
Ｃ
に
参
加
す

る
の
か
、
何
を
学
び
た
い
の
か
を
考

え
、
気
合
い
を
入
れ
て
先
生
方
に
そ

し
て
自
分
自
身
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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こ
の
四
日
間
で
多
く
の
課
題
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
で
感

じ
た
事
を
一
年
間
忘
れ
ず
に
、
着
実

に
力
を
つ
け
て
次
回
に
臨
み
ま
し
ょ

う
。
Vn
１
で
は
練
習
時
間
外
で
も
質

問
に
来
る
人
も
あ
り
、
こ
う
い
う
雰

囲
気
は
非
常
に
喜
ば
し
い
と
思
い
ま

す
。
各
首
席
の
皆
さ
ん
、
毎
日
長
時

間
の
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
が
、

こ
の
パ
ワ
ー
と
連
帯
を
保
持
し
、
来

年
大
き
く
花
開
き
ま
し
ょ
う
。
ね
。

Vn
１
　
松
下
　
あ
す
か

キ
ャ
ン
プ
で
は
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。
今
回
は
パ
ー
ト
ト
ッ
プ
と

し
て
前
日
か
ら
宿
泊
し
、
会
議
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
例
年
の

よ
う
に
初
日
は
全
然
息
が
あ
わ
ず
戸

惑
い
、
最
終
日
に
向
か
っ
て
意
志
疎

通
が
完
成
し
て
い
っ
た
の
で
す
が
、

今
回
は
特
に
そ
の
成
長
が
著
し
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
地
元
で
生

か
せ
る
よ
う
な
、
多
く
の
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
頂
き
、
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

Vn
２
　
永
徳
　
丈

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
ほ
ど
さ
ら
っ
て

い
か
な
か
っ
た
事
は
な
く
て
、
本
当

に
ト
ッ
プ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
私
以
外
の
人

も
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す

（
私
の
聞
く
限
り
で
は
…
）。
次
の
キ

ャ
ン
プ
で
は
、
人
に
聞
か
せ
て
恥
ず

か
し
く
な
い
演
奏
会
に
す
る
た
め
に

個
人
が
し
っ
か
り
勉
強
し
て
か
ら
キ

ャ
ン
プ
に
臨
み
た
い
。

Va

古
宮
山
　
由
里

最
初
は
ど
う
な
る
ん
や
ろ
と
思
っ

て
た
ん
だ
け
ど
、
終
わ
っ
て
み
て
だ

ん
だ
ん
そ
れ
ら
し
く
な
っ
て
き
た
気

が
し
ま
す
。
で
も
、
本
番
は
来
年
で

す
。
ま
だ
弾
け
て
な
い
人
、
聴
け
て

な
い
人
、
見
れ
て
な
い
人
が
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
ん
で

は
本
番
な
ん
て
で
き
な
い
ん
で
、
よ

り
良
い
も
の
を
つ
く
る
た
め
に
来
年

に
む
け
て
い
ろ
ん
な
意
味
で
曲
を
勉

強
し
て
来
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

V.C

曽
田
　
健

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
は
、
ち
ょ
っ
と
や

ば
い
で
す
。
た
く
さ
ん
曲
を
研
究
し

て
き
ま
し
ょ
う
（
特
に
私
）。

CB

四
戸
　
香
那

初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
四
日
間

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
先
生
か

ら
の
注
意
だ
け
で
な
く
、
毎
日
ト
ッ

プ
会
議
を
行
い
自
分
達
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
い
っ
た
か
ら
こ
そ
、
短
い

時
間
で
も
ど
ん
ど
ん
曲
が
ま
と
ま
っ

て
い
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
多

く
の
先
生
方
の
話
や
演
奏
が
聴
け
て

本
当
に
良
か
っ
た
し
、
い
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
得

た
こ
と
を
自
分
の
演
奏
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

Fl

白
木
　
彩
子

O
boe

パ
ー
ト
の
永
井
和
人
で
す
。

前
の
合
宿
で
は
天
候
も
悪
く
、
山
の

う
え
と
い
う
こ
と
で
気
圧
の
問
題
も

あ
り
、O

boe

パ
ー
ト
は
皆
リ
ー
ド

の
調
子
が
悪
く
不
調
で
し
た
が
、
ど

う
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
と
て
も
繊

細
な
楽
器
な
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
湿
度
や
温
度
の
差
で
も
リ
ー
ド
の

調
子
は
す
ぐ
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
ソ
ロ
が
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
、

『
き
っ
と
リ
ー
ド
の
調
子
が
悪
い
の

だ
な
』
と
あ
た
た
か
い
目
で
見
守
っ

て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
本
番

当
日
が
リ
ー
ド
の
調
子
の
よ
い
日
で

あ
る
こ
と
を
皆
様
も
ど
う
ぞ
い
っ
し

ょ
に
祈
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ob

永
井
和
人

み
な
さ
ん
、
キ
ャ
ン
プ
本
当
に
お

つ
か
れ
様
で
し
た
。
今
回
は
、
難
曲

ぞ
ろ
い
で
、
初
め
は
ど
う
な
る
か
と

心
配
で
し
た
が
、
練
習
を
重
ね
る
ご

と
に
少
し
ず
つ
、
形
に
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
今
年
は
、
ま
だ
ま
だ
未
完

成
で
し
た
け
ど
、
地
元
で
そ
れ
ぞ
れ

練
習
を
重
ね
て
、
来
年
ま
た
集
ま
り

ま
し
ょ
う
。
次
回
は
、
演
奏
会
で
す

ね
。
み
な
さ
ん
と
舞
台
に
立
て
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Cl

中
屋
　
志
保

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
浅
い
参

加
回
数
に
も
関
わ
ら
ず
、
様
々
な
役

職
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常

に
有
意
義
な
時
を
過
ご
せ
た
と
思
っ

て
い
る
。
今
後
の
キ
ャ
ン
プ
を
作
っ

て
い
く
人
間
と
し
て
、
多
く
の
事
を

学
ん
だ
。
次
回
か
ら
は
、
そ
れ
を
生

か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
今

年
は
自
分
に
と
っ
て
一
つ
の
節
目
の

年
と
な
る
が
、
そ
の
年
に
見
合
う
だ

け
の
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
、
と
思

っ
て
い
る
。

Fg

坂
神
　
裕
一

キ
ャ
ン
プ
が
終
わ
り
、
約
二
ヶ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
四
日
間
の
研
修
で

学
ん
だ
事
を
活
か
し
、
日
々
の
練
習

に
励
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
ホ
ル
ン
パ
ー
ト
の
皆
さ

ん
。
四
月
下
旬
の
“
つ
の
笛
集
団
”

聴
き
に
行
っ
た
？
と
て
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
よ
。（
特
に
我
ら
が
丸
山
先

生
―
）
忘
れ
て
い
た
人
は
来
年
こ
そ

必
ず
行
き
ま
し
ょ
う
。
ホ
ル
ン
魂
に

火
が
つ
く
よ
！
そ
し
て
次
回
の
キ
ャ

ン
プ
で
会
い
ま
し
ょ
う
。

Hrn

藤
田
　
真
由
美

今
回
初
参
加
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
キ

ャ
ン
プ
、
そ
し
て
パ
ー
ト
ト
ッ
プ
と

い
う
こ
と
で
最
初
言
わ
れ
た
時
は
正

直
い
っ
て
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
責
任
あ
る
役
を
や
る
こ
と
に
な

っ
て
、
自
分
と
し
て
も
周
り
に
迷
惑

を
か
け
て
は
い
け
な
い
と
思
い
初
め

て
ス
コ
ア
を
買
い
、
自
分
な
り
に
惑

星
・
鳥
を
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
し
て

キ
ャ
ン
プ
中
他
の
パ
ー
ト
ト
ッ
プ
の

人
な
ど
と
話
を
し
た
り
そ
の
日
の
反

省
点
を
言
い
合
っ
た
り
し
て
い
て
、

自
分
は
音
楽
を
や
っ
て
い
て
ほ
ん
と

に
よ
か
っ
た
と
、
思
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Trp

高
見
　
信
行

運
営
委
員
、
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
そ

し
て
パ
ー
ト
ト
ッ
プ
…
初
参
加
の
僕

が
こ
こ
ま
で
し
て
よ
か
っ
た
の
か
？

で
も
こ
れ
だ
け
の
チ
ャ
ン
ス
を
く
れ

た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。
自
分
が

ど
れ
だ
け
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
取
り
組

め
た
か
、
ど
れ
だ
け
み
ん
な
と
ひ
と

つ
に
な
れ
た
か
…
い
ろ
ん
な
こ
と
を

考
え
つ
つ
来
年
に
つ
な
げ
た
い
。
ま

た
逢
い
ま
し
ょ
う
。

Trb

西
　
亮
祐

今
回
い
ろ
い
ろ
縁
が
あ
っ
て
、
パ

ー
ト
ト
ッ
プ
と
し
て
参
加
し
て
く
れ

な
い
か
、
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
ま
よ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

よ
い
経
験
を
さ
せ
て
く
れ
た
Ｔ
Ｙ
Ｏ

Ｃ
に
少
し
で
も
恩
返
し
を
し
た
い
気

持
ち
と
、
課
題
曲
に
挑
戦
し
た
い
気

持
ち
か
ら
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
有
意
義
な
時
間
を
す

ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
故
郷
で

あ
る
岐
阜
で
、
来
年
も
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

per

金
子
　
大
輔

全
国
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
市
川
大
会

今
年
で
二
十
七
回
目
を
迎
え
る
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

千
葉
県
市
川
市
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
三
年
に
一
度
の
国
際
大
会
で

も
あ
り
、
日
本
中
だ
け
で
な
く
世
界

各
国
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
ま
す
。

社
会
人
オ
ケ
が
三
つ
、
青
少
年
オ
ケ

が
三
つ
で
構
成
さ
れ
、
延
べ
八
百
人

以
上
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
集
う
大
規
模
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
す
。

日
時：

一
九
九
九
年
八
月
六
日
（
金
）

〜
八
日
（
日
）

※
青
少
年
オ
ケ
参

加
者
は
、
五
日
（
木
）
に
集
合
し
ま

す
。

場
所：

市
川
市
文
化
会
館

演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

七
日
（
土
）
…
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
会
　
千
葉
県
少
年
少
女
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ：

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
レ

オ
ノ
ー
レ
」

千
葉
県
立
千
葉
女
子

高
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ：

チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
「
ス
ラ
ブ
行
進
曲
」

Ｊ
Ａ
Ｏ

ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ：

ヴ
ェ
ル
デ

ィ
「
運
命
の
力
」
・
ホ
ル
ス
ト
「
惑

星
」
よ
り
火
星
、
金
星
、
木
星

指
揮
…
山
崎
　
滋

八
日
（
日
）
…
社
会
人
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
会
　
Ａ
オ
ケ
…
ボ
ロ
デ
ィ
ン

「
交
響
曲
第
二
番
」
指
揮
…
田
久
保

裕
一
　
Ｂ
オ
ケ
…
レ
ス
ピ
ー
ギ
　
交

響
詩
「
ロ
ー
マ
の
祭
」
指
揮
…
金
洪

才
　
Ｃ
オ
ケ
…
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

「
交
響
曲
第
七
番
」
指
揮
…
オ
ン
ド

レ
イ
・
レ
ナ
ル
ト

Ｊ
Ｙ
Ｊ
編
集
部

編
集
長
　
　
　
　
篠
原
　
梨
恵

編
集
委
員
　
　
　
松
下
　
太
郎

喜
多
　
洋
子

小
室
二
美
恵

Ｊ
Ｙ
Ｊ
担
当
　
　
下
谷
　
剛
嗣

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
キ
ャ
ン

プ
が
終
わ
っ
て
か
ら
ど
ん
な
生
活
を

し
て
い
ま
す
か
？
キ
ャ
ン
プ
で
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
て
い
ま
す
か
？

今
、
私
は
や
る
事
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
に
も
関
わ
ら
ず
編
集
長
を
引
き
受

け
て
し
ま
い
、
混
乱
状
態
で
し
た
。

そ
ん
な
時
、
友
達
か
ら
「
困
難
は
乗

り
越
え
ら
れ
る
人
に
だ
け
や
っ
て
く

る
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
本

に
載
っ
て
い
た
言
葉
ら
し
い
で
す

が
、
こ
ん
な
に
言
葉
が
身
に
染
み
て

有
り
難
い
と
思
っ
た
こ
と
は
初
め
て

で
し
た
。
そ
の
友
達
が
私
に
教
え
て

く
れ
た
よ
う
に
、
自
分
が
キ
ャ
ン
プ

で
学
ん
だ
事
、
良
か
っ
た
事
や
悪
か

っ
た
事
は
、
あ
な
た
も
人
に
教
え
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
人
が
そ
の

事
に
気
づ
か
ず
悩
ん
で
い
る
か
も
知

れ
な
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
し
て
、
や

は
り
友
は
財
産
で
す
ね
。
キ
ャ
ン
プ

で
で
き
た
友
達
も
で
き
る
限
り
連
絡

を
と
り
ま
し
ょ
う
よ
。
も
し
自
分
の

周
り
に
、
自
分
と
は
合
わ
な
い
な
、

イ
ヤ
だ
な
、
と
思
っ
て
い
る
人
が
い

て
も
、
ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
て
み

て
下
さ
い
。
良
い
と
こ
ろ
が
必
ず
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
て
輪
を
広
め
て
い

く
こ
と
も
と
て
も
大
切
で
す
。
と
っ

て
も
貴
重
な
キ
ャ
ン
プ
体
験
を
も
っ

と
頭
を
使
っ
て
最
大
限
有
効
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
自
分
が
一
つ

大
人
に
な
る
の
が
わ
か
る
と
思
い
ま

す
よ
。
ま
ず
は
自
分
で
よ
く
考
え
る

こ
と
が
出
発
点
で
す
。
お
互
い
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
す
ば
ら
し
い
大
人
を

目
指
し
て
。
こ
の
「Youth

Journal

」

を
読
ん
だ
感
想
、
苦
情
な
ど
の
お
便

り
は
編
集
長
の
私
ま
で
ど
し
ど
し
お

願
い
し
ま
す
。
住
所
は
一
面
の
右
上

を
ご
覧
下
さ
い
。

七沢の自然の中で（トランペット）

パートトップミーティング：語り合い、意見をぶつけ合うトップ達

第
十
六
回
Ｔ
Ｙ
Ｏ
Ｃ
の
お
知
ら
せ

Ｔ
Ｙ
Ｏ
Ｃ
第
六
期
の
締
め
く
く
り

と
し
て
、
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時：

二
○
○
○
年
三
月
二
十
四
日

（
金
）〜
二
十
七
日（
月
）
三
泊
四
日

宿
泊
会
場：

岐
阜
少
年
自
然
の
家

演
奏
会
場：

長
良
川
国
際
会
議
場

指
揮：

栗
田
博
文

演
奏
曲
目
　
ヴ
ェ
ル
デ
ィ：

序
曲

「
運
命
の
力
」

レ
ス
ピ
ー
ギ：

組

曲
「
鳥
」

ホ
ル
ス
ト：

組
曲
「
惑

星
」

※
実
施
要
綱
は
十
一
月
に
各
団
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。
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http://village.infoweb.ne.jp./̃dokyo/

E-mail：kumaki@ohotuku26.or.jp

E-mail：kawamata@akeihou-u.ac.jp

E-mail：ritlver@omn.ne.jp 

E-mail：yamaphil@ks1.kj.yamagata-u.ac.jp
http://ks1.kj.yamagata-u.ac.jp/̃yamaphil/ 

E-mail：hf8686@asaka.ne.jp
http://asaka.ne.jp/̃hf8686

http://www.fsinet.or.jp/̃nso

E-mail：tso-chiaki@email.msn.com（担当：田畑千明）
http://www.tky.3web.ne.jp/̃waraya/

E-mail：chibakan@music.email.ne.jp（担当：中村真広）
http://www01.u-page.so-net.ne.jp/da2/mi-a-ou/CHIBAKAN/ 

E-mail：xr4h-iwn@asah-net.or.jp
http://www.chiba-net.or.jp/̃nezumi/fuma/

E-mail：narita-phil@mtc.biglobe.ne.jp 
http://www2s.biglobe.ne.jp/̃nariphil/ 

E-mail：yukiko@kk.iij4u.or.jp 
http://www.kt.rim.or.jp/̃peo/ 

E-mail：snowym@ibm.net

E-mail：taichi.n@al.mnx.ne.jp

E-mail：sli02766@niftyserve.ne.jp（担当：松尾卓哉）
http://www.t3.rim.or.jp/̃sso

http://www.bekkoame.or.jp/̃oktavian/index.html

E-mail：akihiro.kodama@nifty.ne.jp
http://www12.cds.ne.jp/̃ycp/

E-mail：NQ2K-HMD@asahi-net.or.jp
http://www.asahi-net.or.jp/̃NQ2K-HMD/cso/ 

E-mail：akira-watanabe@tokai.or.jp（代表：渡部 晶）
osada@tokai.or.jp（事務局：長田 豊）

http://www.geocities.co.jp/Hertland-Icho/7779/nso/nso.html

E-mail：sugimoto@po.across.or.jp.
http://plaza.across.or.jp/̃sugimoto/link03.html 

E-mail：wbs41066@mail.wbs.or.jp 

http://www.or.jp/̃hamayara/

E-mail：toyokyo@sala.or.jp
http://www.ne.jp/asahi/toyokyo/hp/

http://www2s.biglobe.ne.jp/̃iso 

E-mail：cav17850@pop21.odn.ne.jp
http://www.sun-inet.or.jp/̃h-noriko/century.htm 

E-mail：zcastle@e-net.or.jp 
http://www.e-net.or.jp/user/zcastic/musichall.html 

E-mail：nishi38@mb.infoweb.ne.jp
http://www.tcp-ip.orjp/̃b-nagata/you_kyo

E-mail：sinozaki@mve.biglobe.ne.jp
http://www.nsknet.or.jp/horn/or 

http://www.chubu.ac.jp/pub/Rel/si-music/kapo/index-j.html.

E-mail：XLC06757（ニフティ）（担当：藤井晴子）

E-mail：symphony@os.gulf.or.jp
http://www.gulf.or.jp/̃symphony 

E-mail：rf1949@osk.3web.ne.jp 
http://www.pluto.dti.ne.jp/̃mmtm1626/ 

E-mail：JAC03044@NIFTY.NE.JP

http://www.geocities.co.jp/Hollywood-Kouen/2475

E-mail：h-ohmae@mx1.tiki.ne.jp
http://ww1.tiki.ne.jp/̃h-ohmae/phil-index.htm 

E-mail：shigeharu.Takeuchi@ma4.seikyou.ne.jp

http://prs.mh.nagasaki-u.ac.jp/hamar/html/music.html

E-mail：jagajaga@miyazaki-nw.or.jp
http://member.nifty.ne.jp/nobephil/ 

E-mail：kumakyo@usa.net
http://2.biglobe.ne.jp/̃kumakyo 

E-mail：c-island@po.synapse.ne.jp

昨年のＪＡＯでアンケートをとったものと、総会などで回収したE-mailとURLのアドレスの一覧を掲載しました。ご活用下さい。
また、新たに開設などされた団はＪＡＯ本部までご一報下さい。

▼
第
一
面
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、

第
二
十
七
回
全
国
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
市
川
大

会
は
昨
年
の
金
沢
に
引
き
続
き
三
つ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
編
成
す
る
な
ど
、
大
き
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
出
演
者
の
合
計
は
八

百
人
を
越
え
る
と
か
。
地
元
市
川
交

響
楽
団
を
は
じ
め
と
す
る
実
行
委
員

会
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
方
た
ち
に
報
い
る
た
め
に

も
、
参
加
者
一
丸
と
な
っ
て
交
流
に

音
楽
に
、
充
実
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
市
川
大
会
が
終
了
す
る
と
来

年
は
沖
縄
で
す
。
サ
ミ
ッ
ト
が
沖
縄

に
決
ま
っ
た
と
き
、
そ
の
開
催
日
が

七
月
下
旬
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
重
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
サ
ミ
ッ
ト
は

我
々
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
週
間

前
で
す
。
ア
フ
タ
ー
サ
ミ
ッ
ト
と
い

う
催
し
物
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る

様
で
す
。
ホ
ス
ト
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
沖

縄
交
響
楽
団
の
輿
儀
さ
ん
は
「
街
が

き
れ
い
に
な
っ
て
、
静
か
に
な
っ
て
、

一
番
い
い
と
き
で
す
。」
と
か
。
指

揮
者
、
曲
目
な
ど
に
つ
い
て
、
鋭
意

協
議
中
で
す
。

▼
全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
地
で

す
が
、
沖
縄
の
次
、
二
〇
〇
一
年
の

名
古
屋
ま
で
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
の
開
催
地
に
つ
い
て
、

来
年
二
月
開
催
の
第
十
回
通
常
総
会

に
お
い
て
決
定
い
た
し
ま
す
。
現
在

の
と
こ
ろ
立
候
補
予
定
は
新
潟
（
＝

新
潟
交
響
楽
団
）
一
カ
所
で
す
。
他

に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
な
る
べ
く

早
め
に
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
二
〇
〇
三
年
以
降
に
つ

い
て
も
誘
致
を
検
討
し
て
い
る
団
体

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
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去
る
六
月
十
二
日
（
土
）、
東

京
・
丸
ノ
内
の
日
本
工
業
倶
楽
部
に

お
い
て
（
社
）
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
第
九
回
通
常
理
事

会
・
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
は

理
事
会
、
総
会
の
順
に
行
わ
れ
、
平

成
十
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
案

な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

神
野
信
郎
会
長
は
総
会
開
会
に
先

立
ち
、
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
定
款
の

定
め
に
よ
り
議
長
と
な
り
、
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。

こ
の
日
上
程
さ
れ
た
議
案
、
報
告

事
項
は
次
の
通
り
。

（
一
）
平
成
十
年
度
事
業
報
告
並
び

に
決
算
案
に
つ
い
て

（
二
）
第
十
五
回
ト
ヨ
タ
青
少
年
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
キ
ャ
ン
プ
（
厚
木
）
に

つ
い
て
（
実
施
報
告
）

（
三
）
第
二
十
七
回
全
国
ア
マ
チ
ュ

ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
川
大
会
に
つ
い
て

（
四
）
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
秋
田
）
に
つ
い
て

（
五
）
第
三
回
B
D
L
O
交
流
研
修

旅
行
に
つ
い
て
（
実
施
報
告
）

（
六
）
新
規
加
入
団
体
並
び
に
現
在

の
正
会
員
数
に
つ
い
て

（
七
）
第
二
十
八
回
全
国
ア
マ
チ
ュ

ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

沖
縄
大
会
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
議
案
、
事
項
に
つ
い
て

事
務
局
並
び
に
担
当
者
が
資
料
に
基

づ
い
て
説
明
、
決
算
案
に
つ
い
て
は

監
事
が
監
査
報
告
を
行
い
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

（
六
）
の
新
規
加
入
団
体
名
は
左
記

の
五
団
体
で
あ
る
。
ま
た
平
成
十
年

度
末
を
も
っ
て
、
大
阪
府
医
師
会
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
北
日
本
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
二
団
体
が

退
会
し
た
た
め
、
現
在
の
当
連
盟
の

正
会
員
団
体
数
は
百
五
十
五
団
体
で

あ
る
。

【
新
規
加
入
団
体
】

・
北
上
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

・
佐
世
保
市
民
管
弦
楽
団

・
山
陰
フ
ィ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

・
福
岡
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

・
三
重
ジ
ュ
ニ
ア
管
弦
楽
団

第
九
回
通
常
理
事
会
・

総
会
開
催
さ
れ
る

つきあいかた
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